
定
期
大
会
は
、
泉
副
委
員
長

の
開
会
挨
拶
で
始
め
ら
れ
、
議

長
団
に
阿
藤
氏
（
八
千
代
銀
行

従
組
）、
小
西
氏
（
し
ま
ね
信
金

労
組
）
両
代
議
員
を
選
出
し
進

め
ら
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
中
島
委
員
長
が
挨

拶
を
行
い
、
全
労
連
・
小
田
川

議
長
な
ど
、
４
人
の
来
賓
か
ら

連
帯
の
挨
拶
を
受
け
ま
し
た
。

議
案
提
案
で
は
、
第
１
号
議

案
「
２
０
１
６
年
度
の
活
動
総

括
」
を
田
畑
書
記
長
、
第
２
号

議
案
「
２
０
１
７
年
度
運
動
方

針
」
を
笹
本
書
記
次
長
、
第
３

号
議
案
「
16
年
度
決
算
・
17
年

度
予
算
」
は
千
葉
執
行
委
員
、

第
４
号
議
案
「
今
年
度
中
央
委

員
の
定
数
な
ど
」
を
舟
田
執
行

委
員
が
行
い
ま
し
た
。

女
性
や
若
者
の
交
流

重
要
性
が
確
認

討
論
で
は
、
17
入
の
仲
聞
か

ら
本
部
方
針
提
案
を
支
持
・
補

強
す
る
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
の
「
女
性
の
つ
ど
い
」
を

き
っ
か
け
に
、
単
組
で
も
女
性

な
ら
で
は
の
悩
み
や
不
安
・
不

満
を
話
し
合
う
女
性
の
集
ま
り

を
開
催
し
た
こ
と
や
、
学
習
交

流
集
会
に
参
加
し
て
全
国
の
仲

間
と
交
流
し
、
い
ろ
い
ろ
な
職

場
の
状
況
を
聞
く
こ
と
が
で
き

て
良
か
っ
た
な
ど
の
発
言
に
、

女
性
や
若
者
が
交
流
す
る
こ
と

の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
制
度･

時
間
延
長

合
併
再
編
問
題
で
発
言

人
事
制
度
改
定
や
就
業
時
間

延
長
の
提
案
、
合
併
・
再
編
問

題
な
ど
、
職
場
を
基
礎
に
仲
間

の
声
・
要
求
を
と
り
上
げ
て
た

た
か
っ
て
い
る
発
言
が
相
次
ぎ

し
ま
し
た
。

武
生
信
金
職
組
や
渡
島
信
金

労
組
な
ど
、
争
議
を
た
た
か
う

仲
間
か
ら
支
援
要
請
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

み
ん
な
で
支
援
し
よ
う

沖
縄
・
武
生
の
闘
い

参
加
さ
れ
た
車
谷
さ
ん
か
ら

次
の
よ
う
な
報
告
と
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
そ
し
て
若
年
層
の
活
発

な
討
議
に
、
頼
も
し
く
、
ま
た

前
向
き
な
活
動
に
私
も
頭
が
さ

が
る
思
い
で
し
た
。
特
に
、
さ

わ
や
か
信
金
従
組
で
は
、
従
組

独
自
で
女
性
の
つ
ど
い
を

22
名

で
立
ち
上
げ
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
解
決
に
み
ん
な
で
話
し
合
う

こ
と
が
好
評
で
継
続
し
て
行
く

こ
と
に
な
り
、
神
戸
の
女
性
の

つ
ど
い
に
も
積
極
的
に
参
加
さ

れ
ま
す
。

沖
縄
の
仲
間
か
ら
は
、
米
国

軍
基
地
問
題
で
、
司
法
が
国
と

一
緒
に
な
り
、
民
意
を
無
視
し

た
裁
判
は
、
武
生
信
金
職
組
解

雇
問
題
と
同
様
矛
盾
す
る
と
し
、

な
ん
と
か
上
告
し
納
得
の
い
く

結
果
が
で
る
よ
う
に
私
も
出
来

る
限
り
の
支
援
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
中
段
写
真
の
中
央
は

機
関
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て

波
紋
・
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
の
表
彰

を
受
け
る
車
谷
副
委
員
長
で
す
。
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夜
間
の
外
訪
活
動
は

自
動
車
に
限
定

従
業
員
組
合
は
毎
年
８
月
に

「
期
末
期
初
の
就
労
条
件
に
つ

い
て
」
要
求
し
、
労
働
条
件
の

改
善
を
求
め
て
交
渉
を
行
っ
て

い
ま
す
。
９
月
５
日
に
開
催
の

団
体
交
渉
に
お
い
て
要
求
書
の

６
項
目
に
対
す
る
回
答
に
加
え

て
、
口
頭
に
て
「
時
間
後
の
外

交
活
動
は
二
輪
車
で
は
行
わ
な

い
」
旨
の
補
足
が
あ
り
ま
し
た

従
業
員
組

合
は
「
外
交

活
動
は
午
後

４
時
帰
店
」

「
外
交
活
動

の
交
通
事
故
、

盗
難
、
防
犯
対
策
」
な
ど
要
求

を
続
け
て
い
ま
す
が
、
や
む
を

得
ず
時
間
後
に
及
ぶ
場
合
の
対

策
と
し
て
、
夜
間
の
外
交
活
動

が
自
動
車
に
限
定
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
一
定
の
防
犯
対
策
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
各
店
へ
の
適
正
配
車

や
私
有
車
の
利
用
管
理
が
求
め

ら
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

職
場
の
声

第
11
回
定
期
全
国
大
会

生
活
と
雇
用
を
守
る
た
め
に
！

明
る
く
働
き
や
す
い
職
場
に
！

９
月
17
日
と
18
日
の
両
日
東
京
都
内
に
お
い
て
、
全
国
金
融
労
働

組
合
連
合
会
（
金
融
労
連
）
第
11
回
定
期
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
代
議
員
は
じ
め
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
、

本
部
役
員
な
ど
１
０
１
名
（
委
任
状
５
名
含
む
）
が
出
席
し
、
当
単

組
か
ら
は
中
島
委
員
長
（
金
融
労
連
中
央
執
行
委
員
長
）
、
車
谷
副

委
員
長
（
代
議
員
）
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
金
融
労
連
が
発
足

し
て
10
年
を
迎
え
た
大
会
初
日
の
夜
「
金
融
労
連
結
成
十
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
が
開
催
さ
れ
谷
特
別
執
行
委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

金
融
労
連
結
成
10
周
年
記
念

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
誌
に
寄
せ
ら
れ

た
中
島
委
員
長
の
挨
拶
。

地
域
金
融
機
関
の
社
会
的
責

任
」
を
求
め
る
な
ど
、
大
義
を

持
っ
て
単
産
の
全
信
労
・
銀
行

労
連
・
地
銀
連
が
統
合
し
金
融

労
連
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
で
丸
10
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

こ
の
喜
び
を
分
か
ち
合
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
旧
三
単
産
の
役
員
と

し
て
合
同
準
備
委
員
を
さ
れ
た

先
輩
の
み
な
さ
ん
方
に
お
か
れ

て
は
、
そ
の
思
い
が
特
に
強
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
こ
こ
ま
で
全
労
連

を
は
じ
め
と
す
る
諸
団
体
な
ら

び
に
関
係
者
の
み
な
さ
ま
に
も

多
大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
た
。

金
融
労
連
10
周
年
を
支
え
て

頂
い
た
多
く
の
み
な
さ
ま
に
厚

く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

一
口
に
10
年
と
言
い
ま
し
て

も
悲
喜
こ
も
ご
も
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
各
職
場

で
の
奮
闘
に
始
ま
り
、
当
局
へ

の
要
請
行
動
や
、
あ
る
い
は
裁

判
闘
争
に
取
り
組
ま
れ
た
り
、

他
に
も
学
習
活
動
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
運
動
を
通
じ
て
、
組
合
員

一
人
ひ
と
り
が
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
積
み
重
ね
が
金
融
労
連
の
10

年
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
喜
ん
で
ば
か
り
も
い

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
10
年
は
一

つ
の
節
目
で
あ
り
、
今
後
続
く

20
年･

30
年
で
さ
ら
に
大
き
く

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
社

会
や
時
代
が
大
き
く
変
貌
を
遂

げ
続
け
て
い
る
状
況
で
は
、
労

働
組
合
運
動
も
核
心
部
分
は
そ

の
ま
ま
に
枝
葉
末
節
を
変
化
さ

せ
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

肝
心
な
こ
と
は
、
よ
り
多
く

の
金
融
労
働
者
と
接
点
を
持
ち

続
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
金
融
労
連
の
仲

間
と
今
後
の
展
望
を
熱
く
語
り

合
い
な
が
ら
、
壮
大
な
金
融
労

連
の
飛
躍
を
目
指
し
て
い
く
所

存
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
、
諸
団
体
な

ら
び
に
関
係
者
皆
様
の
ご
多
幸

･

ご
繁
栄
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
金
融
労
連
へ
引

き
続
き
ご
支
援･

ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。



沖
縄
県
選
出
参
議
院
議
員

伊
波
洋
一
氏
が
訴
え

集
会
は
、
高
島
市
あ
い
ば
野

演
習
場
で
12
〜
21
日
ま
で
行
わ

れ
る
日
米
合
同
演
習
に
反
対
し

て
、
ふ
る
さ
と
を
ア
メ
リ
カ
軍

に
使
わ
せ
な
い
滋
賀
県
連
絡
会

の
主
催
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
沖
縄
県
選
出
の
参

議
院
議
員
の
伊
波
洋
一
氏
が
参

加
し
、「
沖
縄
で
は
全
沖
縄
の
民

意
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
政
権
に

よ
る
無
法
、
暴
力
的
な
基
地
建

設
強
行
や
日
常
的
に
戦
場
の
よ

う
な
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
。

政
府
は
こ
れ
を
全
国
に
拡
散
し

よ
う
と
し
て
お
り
阻
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
全
土
を

戦
場
に
す
る
よ
う
な
日
米
安
保

条
約
は
日
本
を
守
る
た
め
で
な

く
米
軍
の
た
め
と
思
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
沖
縄
県
民
は
連
日
座

り
込
み
で
闘
っ
て
い
る
。
沖
縄

を
、
日
本
を
再
び
戦
場
に
さ
せ

な
い
た
め
に
戦
争
法
廃
止
へ
全

国
民
が
連
帯
し
て
が
ん
ば
ろ
う
」

と
訴
え
大
き
な
歓
声
と
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

「
自
衛
隊
員
を
東
洋
の
盾
に
」

日
米
合
同
訓
練
の
本
質

日
本
共
産
党
の
宮
本
岳
志
衆

院
議
員
は
「
自
衛
隊
員
を
『
東

定
期
大
会
は
議
長
団
を
選
出

し
、
瀧
上
正
昭
議
長
の
開
会
挨

拶
に
続
き
、
玉
木
昌
美
氏
（
自

由
法
曹
団
滋
賀
支
部
）
と
佐
藤

耕
平
氏
（
日
本
共
産
党
滋
賀
県

委
員
会
）
か
ら
来
賓
の
挨
拶
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
大
会
に
は
、

民
進
党
滋
賀
県
連
、
社
民
党
滋

賀
を
は
じ
め
多
数
の
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
仲
野
智
氏

（
全
労
連
幹
事
）
か
ら
「
安
倍
政

権
の
す
す
め
る
社
会
保
障
改
悪
」

を
テ
ー
マ
に
挨
拶
を
兼
ね
た
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

か
つ
て
な
く
広
ま
っ
た

戦
争
法
廃
止
の
運
動

午
後
に
行
わ
れ
た
「
経
過
報

告
」
で
は
か
つ
て
な
く
広
ま
っ

た
戦
争
法
廃
止
の
運
動
、
労
働

法
改
悪
反
対
、
賃
上
げ
、
社
会

的
賃
金
闘
争
、
最
賃
引
き
上
げ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

次
に
「
新
年
度
の
方
針
」
が

提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。
方
針
で

は
、
引
き
続
き
運
動
を
強
め
広

め
る
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
学

習
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て
提
案

さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
ば
野
集
会
成
功
を
！

11
人
が
「
幅
広
い
議
論
」

討
論
は
、
９
・
11
あ
い
ば
野

大
集
会
、
貧
困
を
利
用
し
た
徴

兵
制
度
の
目
論
み
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
派
遣
労
働
者

の
実
態
、
最
賃
、
子
会
社
移
転

と
雇
用
問
題
、
戦
争
法
の
た
た

か
い
の
経
験
、
国
体
を
ス
リ
ム

な
大
会
に
、
年
金
裁
判
の
取
り

組
み
、
学
校
の
多
国
籍
化
の
対

応
、
社
保
庁
解
体
で
分
限
免
職

に
な
っ
た
事
件
、
庁
舎
建
設
問

題
の
取
り
組
み
、
早
朝
早
出
勤

務
に
手
当
の
要
求
の
た
た
か
い
、

参
議
院
選
挙
と
労
働
組
合
の
立

場
、
な
ど

11
人
の
代
議
員
か
ら

幅
広
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。

労
働
安
全
委
員
会
の
報
告

争
議
へ
の
支
援
を
要
請

滋
賀
従
組
か
ら
は
、
労
働
安

全
委
員
会
が
な
か
っ
た
の
で
長

年
の
取
組
で
代
表
者
が
参
加
で

き
る
よ
う
な
っ
た
報
告
と
全
国

の
金
融
機
関
で
起
こ
っ
て
い
る

争
議
へ
の
支
援
要
請
を
行
い
ま

し
た
。

討
論
を
終
え
、
す
べ
て
の
議

案
が
可
決
決
定
さ
れ
、

幹
事
会

か
ら
は
「
引
き
続
き
の
運
動
を
」

と
「
ま
と
め
」
が
述
べ
ら
れ
、

最
後
に
、
清
水
庄
次
副
議
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
行
い
閉
会

し
ま
し
た
。

な
お
、
争
議
の
訴
え
は
、
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
の
Ｉ
Ｂ
Ｍ
ロ
ッ
ク
ア

ウ
ト
解
雇
、
医
労
連
・
全
医
労

か
ら
い
き
な
り
の
雇
止
め
を
行
っ

た
不
当
労
働
行
為
事
件
、
同
じ

く
医
労
連
か
ら
介
護
職
場
で
窒

息
死
さ
せ
た
と
し
て
在
宅
起
訴

さ
れ
た
裁
判
で
の
無
罪
を
求
め

る
要
請
書
へ
の
協
力
の
訴
え
が

あ
り
ま
し
た
。

８
月

20
・
21
日
、
石
川
県
金

沢
市
と
福
井
市
に
９
３
０
０
人

が
つ
ど
い
第

62
回
日
本
母
親
大

会
が
開
催
さ
れ
、
滋
賀
従
組
の

先
輩
組
合
員
６
名
が
大
津
と
湖

北
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

第
１
日
は
、
教
育
、
平
和
、

原
発
な
ど
７
つ
の
問
題
別
集
会

が
開
か
れ
、
「
く
ら
し
・
社
会
保

障
」
の
参
加
者
か
ら
「
弱
者
の

味
方
宇
都
宮
さ
ん
の
ま
す
ま
す

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
」
と
。

第
２
日
目
は
全
体
会
が
行
わ

れ
、
輪
島
・
和
太
鼓
で
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
し
、
大
会
代
表
委
員
の

笠
井
貴
美
代
新
婦
人
会
長
が
主

催
者
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
琉
球
新
報
社
の

島
洋
子
さ
ん
が
「
憲
法
公
布
・

女
性
参
政
権
行
使

70
年
～
い
の

ち
輝
く
平
和
な
沖
縄
・
日
本
を

～
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ

「
い
ま
日
本
の
民
主
主
義
や
地
方

政
治
が
沖
縄
で
試
さ
れ
て
い
る
」

と
結
ば
れ
ま
し
た
。

２ ０ １ ６ 年 ９ 月 第 ３９４号 滋 賀 銀 行 従 業 員 組 合 教 宣 部

武
生
信
金
の
２
人
組
合
員
に

対
す
る
解
雇
撤
回
撤
回
の
た
た

か
い
は
、
７
月
11
日
の
名
古
屋

高
裁
・
金
沢
支
部
で
の
第
１
回

控
訴
審
に
お
い
て
結
審
と
な
り
、

判
決
が
９
月
14
日
に
出
さ
れ
ま

し
た
。

判
決
は
、
一
審
判
決
を
踏
襲

し
た
内
部
告
発
の
利
益
性
に
触

れ
な
い
「
不
当
判
決
」
で
あ
り
、

原
告
で
あ
る
２
人
の
組
合
員
は

直
ち
に
最
高
裁
へ
上
告
し
ま
し

た
。
（
写
真
上
段
は
報
告
集
会
）

ま
た
、
全
労
連
第
28
回
定
期

大
会
（
7
月
28
日
～
30
日
）
に

金
融
労
連
の
代
議
員
と
し
て
参

加
し
て
い
た
中
島
委
員
長
は
、

全
国
の
仲
間
に
支
援
を
要
請
し

ま
し
た
。
（
写
真
下
段
右
端
）

不
当
解
雇
を
撤
回
さ
せ
る
た

め
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
「
武
生
争

議
を
支
援
す
る
会
」
へ
の
ご
加

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
個

人
会
員
は
年
会
費
千
円
で
す
。

武
生
の
た
た
か
い
を
支
援
し
よ
う

日
米
合
同
演
習
反
対

ふ
る
さ
と
を
戦
争
に
使
わ
せ
な
い

洋
の
盾
に
す
る
』
そ
の
た
め
の

手
ほ
ど
き
を
し
よ
う
と
い
う
の

が
日
米
合
同
訓
練
の
本
質
。
昨

年
の
民
家
へ
の
着
弾
事
件
、
危

険
な
実
弾
射
撃
訓
練
は
や
め
て

く
れ
が
住
民
の
願
い
で
は
な
い

か
。
南
ス
ー
ダ
ン
へ
の
自
衛
隊

員
へ
の
派
遣
は
自
衛
隊
員
が
殺

し
殺
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
自

衛
隊
員
の
命
を
守
ろ
う
。
戦
争

法
の
実
施
を
止
め
さ
せ
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
の
訴
え
も
あ

り
、
最
後
に
決
議
を
採
択
し
ま

し
た
。
集
会
の
後
、
駐
屯
地
横

な
ど
市
内
を
デ
モ
行
進
、
力
強

い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
市
民

に
訴
え
ま
し
た
。

滋
賀
県
労
連
第
30
回
定
期
大
会

つ
か
み
と
ろ
う
！
要
求
と
組
織
の
新
た
な
前
進
、
日
本
社
会
の
未
来

改
憲
と
戦
争
す
る
国
づ
く
り
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
が
花
開
く
国
へ

格
差
と
貧
困
を
是
正
し
、
暮
ら
し
の
底
上
げ
、
地
域
活
性
化

９
月
11
日
、
高
島
市
今
津
町
住
吉
公
園
に
お
い
て
、
「
日
米
合
同

演
習
反
対
９
・
11
あ
い
ば
野
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら
７

８
０
人
が
参
加
さ
れ
、
従
業
員
組
合
か
ら
は
先
輩
組
合
員
を
中
心
に

11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

９
月
３
日
、
栗
東
市
に
お
い
て
滋
賀
県
労
連
第
30
回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
部
役
員･

代
議
員
な
ど
60
名
が
参
加
さ
れ
、
滋
賀
従

組
か
ら
小
原
特
別
執
行
委
員
（
県
労
連
幹
事
）
と
中
島
委
員
長
（
代

議
員
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

第
62
回

日
本
母
親
大
会

ｉ
ｎ
石
川
・
福
井

さ
あ
、
憲
法
生
か
し
て
行
動
！


